
衛星データ × AI駆動型 果樹剪定最適化SaaS

「冬の見えない」を変える。

果樹農家が直面する3つのリアルな課題

平均年齢70歳超
果樹農家の高齢化が深刻

技術継承の危機
熟練の勘が次世代へ伝わらない

一律的剪定による機会損失
休眠期の樹体状態が見えない

↓
「樹王」が解決する！— 3ステップのソリューション

STEP 1
衛星データ蓄積

春～秋のNDVI·NDWIデータを
ESA衛星「Sentinel-2」で蓄積。
解像度10m・5日周期。

STEP 2
AI統合解析

気温・LSTデータと統合し、休眠期の
樹体健康状態をAIで推定・地図化。

STEP 3
剪定マップ配信

強・標準・弱剪定の3段階をスマホ・
LINEへ自動配信。

3つの競合優位性
① 業界初！時間軸を跨ぐ独自モデル
（活動期のデータから休眠期の潜在エネルギーを逆算）
② 科学的根拠に基づく剪定判断
（過剰剪定を防ぐアルゴリズム→経験浅い作業者も安心）
③ 地域独占データ × 自律進化AI
（茨城県実測データで自動再学習→使うほど精度向上）
衛星 × AI × 剪定最適化で、「農家の所得向上と持続可能な農業」を実現。

樹王  -  果樹のみかた  -

スマート剪定サポート機能

•剪定強度自動提案（3段階レコメンデーション） 
予測収量と植物生理学的な制約ルールに基づき、
各メッシュに対して最適な剪定基準を提示。
o【強剪定】:

 樹勢が過剰、または枝が密集しているエリア
o【標準剪定】:

 バランスが良好なエリア
o【弱剪定】: 
樹勢が弱いエリア

•モバイル連携レポート: 
圃場でスマートフォンやタブレットを開くと、
 現在地（GPS連動）に基づき、目の前の樹木に
 対する最適な剪定処方箋が即座に表示。

•剪定履歴ログ管理: 
昨年の作業内容をシステムに記録・保存し、
 樹体の回復や収量変化との相関を遡って確認可能。
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樹王 ― 果樹のみかた ―
サービス機能 ・ 社会インパクト ・ 将来拡張性

サービス機能一覧
圍場ポテンシャル予測

NDVI/NDWI・温度データを統合
解析し、休眠期の健康状態を
スコア化・マップ化。

スマート剪定サポート
3段階レコメンデーション
（強・標準・弱）剪定をスマホ・
LINEへ配信。
GPS連動で現地対応。

収穫フィードバック
実測データを入力することでAIが自動
再学習。
年度ごとに精度を向上。

4つの社会インパクト
技術承継の壁打破

熟練者の勘をデータマップへ。
新規就農者が初年度から的確な剪定を実施可能に。

食料生産の安定化
気候変動に強い農業基盤を構築。
地域収量を最大2倍に向上させ地方創生に貢献。

環境負荷の低減
精密管理で過剰施肥・農薬散布を削減。
みどりの食料システム戦略・SDGs目標12推進。

耕作放棄地の解消
効率化で1人当たり管理面積拡大。
荒廃農地の再開発を促進。
SDGs目標15に直結。

将来拡張性 ― 「木」から「世界」へ
1. 品目拡大
栗を起点に、柿・梅・桃など落葉果樹
全般へ横展開。
栗よりも市場規模が大きく同様の
課題を持つ。

2. 機能拡張
病害虫早期発見・施肥最適化マップ
などを追加。
通年型SaaSへ進化。

3. グローバル展開
国内実証後、アジア・欧米の大規模
果樹園へ展開。
選接コストゼロで高い国際競争力。
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栗を起点に、国内果樹市場へ展開し、
最終的には世界の果樹産業の生産性向上に貢献。

サービス概要
「樹王」は、ESAの無償公開衛星Sentinel-2を基盤とした衛星データ解析プラットフォームです。
活動期の衛星データから休眠期の樹体健康状態をAIで推定し、剪定強度を自動提案。
センサー設置不要・追加コストゼロで、農家の負担なく収量アップを実現。
対象：栗農家（将来は柿・梅・桃など落葉果樹全般） 提供：サブスクリプション（地域・面積に応じた段階制）
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